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1. まえがき 

光伝導アンテナ[1]-[3]は、比較的高効率かつ広帯域にテラ

ヘルツ波を発生させることができ、テラヘルツ時間領域分光

法などで広く用いられている。本稿では、テラヘルツ波制御

のアンテナ拡張構造検討や特定波長の感度向上のため、積層

薄フィルム構造による八木・宇田型光伝導アンテナを提案し、

設計を行う。放射素子の作製は、薄フィルムへ金属線路を容

易に作製できるパターンめっき・転写法[4]を用いる。 
2. 積層薄フィルム構造による八木・宇田型光伝導アンテナ 

 図 1 の積層薄フィルム構造の八木・宇田型光伝導アンテナ

は、放射素子、導波器、反射器を電磁波放射方向(z 軸)に積

層する。フェムト秒レーザの放射素子への照射のため、素子

を z軸から傾け、電磁波放射方向をビームチルトさせている。 
 放射素子はパターンめっき・転写法によりポリイミドフィ

ルム上へ作製する。放射素子とガリウムヒ素基板の接着には

異方導電フィルムを用い、レーザ照射時のみ通電するように

する。反射器と導波器は、銅を成膜したゼオノアフィルムを

エッチングし、作製する。作製後、各素子を積層する。 
3. アンテナ設計 

図 2 に解析モデルを示す。解析には有限積分法シミュレー

タ CST を用いた。自由空間に放射素子のダイポールアンテ

ナ、導波器、反射器を配置する。解析後、放射スペクトルの

周波数を等価屈折率で規格化する。表 1 に解析モデルのパラ

メータを示す。レーザ径を考慮し反射器をずらし、z軸から

+15.4 度の方向にアレー化する。レーザーパルスの半値幅は

120 fs、ガリウムヒ素基板のキャリア寿命は 500 fs とした。 
図 3 に解析結果を示す。0.25 THz で放射スペクトルが最大

となる。積層薄フィルム構造の八木・宇田型は、単体構造と

比べ最大放射スペクトルが大きくなる。+15.4 度方向に強く

放射される。作製素子と実験結果は、発表時に報告する。 
4. まとめ 

積層薄フィルム構造の八木・宇田型光伝導アンテナを提案

し、設計を行った。今後、パターンめっき・転写法で試作し、

実験により評価する。 
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Fig. 1 Thin film laminated photoconductive antenna  

with Yagi-Uda array for terahertz wave.  

Table 1 Antenna parameters. 
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Fig. 3 Analysis results of spectrum characteristics. 
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  (a) Bird’s-eye view          (b) Side view 

Fig. 2 Analysis model of thin film laminated  
photoconductive antenna with Yagi-Uda array. 
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